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暴
れ
ま
も
っ
か
集
中
豪
雨

山
津
波
な
ど
被
害
甚
大

七
月
十
三
、
十
四
日
の
集
中
‥ｙ

雨
は
、
わ
が
国
見
町
に
と
っ
て
未

曾
有
の
洪
水
と
な
り
、
大
木

戸
、

ふ
坂
方
面
の
雨

量
は
、
二
四

二
・

五

ミ
リ
を
記
録
し
、
山
間
部
に
入

る
に
随
い
益
々
も
の
す
ご
く

、
お

そ
ら
く
三
〇
〇
ミ
リ
を
越
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

殊
に
東
内
谷
に
お
い
て
は
山

津

波
の
襲
来
を
受
け
、
耕
圸
の
流
出

並
に
埋
没
、
道
路
河
川

の
崩
壊
、

橋
梁
の
流
失
等
滝
川

筋
の
は
ん
ら

ん
は
も
の
す
ご
く
、
上
水

道
管
の

切
断
に
よ
る
断

水
等
の
被
害
は
ま

こ
と
に
甚
大
で
あ
る
。
一
方
大
木

戸
方
面

に
お
い
て
も
、
溜
池

の
決

潰
牛

沢
川

の
は
ん
ら
ん
、
鉄

道
の

破
損
に
よ
る
列

車
不
通
二
〇
時
間

と
い
う
ま
こ
と
に
前
代
未
聞

の
災

害
で
あ
っ
た
。

山

津
波

と
い
う
こ

と
は
、
新
闘

や
ラ
ジ
オ
で
は
よ
く
聞
く
こ

と
ば

で

あ
る
が
、
現
実

に
そ

の
場
に
出

合
い
、
乂
そ
の
爪
跡

を
見

た
も
の

は
、
そ
の
猛
威

の
お
そ
ろ
し
さ
に

灣
ぶ
る
い
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

今
度
の
原
因

と
な
っ
だ゙
金
有
沢

は
、
Ｖ

字
状
の
奥
深
い
谷
川

で
あ

る
。
そ
の
急
斜
面
の
一
部
が
地
す

ぺ
り
し
て
谷
の
一
部
を
せ
き
と
め

そ
の
奥
に・
大
き
な
ダ

ム
を
作
り
、

そ
れ
が
豪
雨

と
共
に
下

流
に
移
動

浣
出
し
な
が
ら
、
途
中
の
立
木
を

根
こ
そ
ぎ
押
倒
し
、
泥
流
と
共

に

下
流
耕
地
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
下
流
の
畑
で
水
よ
け
を
し

て
い
て
危
く
難
を
ま
ぬ
が
れ
た
熊

坂
幸
一
さ
ん
は
、
身
ぶ
る
い
し
な

が
ら
そ
の
と
き
の
模
様
を
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「

ガ
ラ
／
ｙ

く

ツ
と
い
う
ま

る
で

ジ
ェ
ツ

ト
圖
の
編
隊
襲
撃
で

も
う
け
た
様
な
音
が
し
た
の
で
顔

を
あ
げ
る
と
、
屋
根
の
高
さ
よ
り

も
高
い
泥
と
材
木
の
襲

来
で
す
。

あ
と
は

ど
こ
を

ど
う
し
て
逃
げ
た

か
わ
か
り
ま
せ
ん
‥。

ま
た
、
丹
精
こ
め
た
こ
ん
に
ゃ

く
畑
三
反

歩（

四
年
目
の
あ
げ
玉

）

が

匸
陌
の
う
ち
に
石

河
原

と
化

し

た
熊
坂
イ
セ
さ
ん
は

「
ま
る
で

夢
の
よ
う
で
す

。
永

年
か
か
っ
て
育
て
あ
げ
た
こ

ん
に

ゃ

く
も
惜
し
い
が
、
一
生

か
か
っ

て
作
り

あ
げ
た
畑

は
金
と
と
り
か

え

る
こ

と
は
で
き

ま
せ

ん
）
し
か

し
水

よ
け
に
出

て
死

ん
だ
も
の
と

思

っ
て
い
た
夫

が
無
事

だ
っ
た
の

で

、
大
難

が
小
難
で
す

ん
だ
と
あ

き
ら

め
て
い
ま
す

ご

と
語
り

、
そ

ば
で
聞
く
者
の
涙
を

誘
っ

て
い
た
。

人
畜

に
被
害

の
な
か
っ
た
こ
と

は
ほ
ん
と
う

に
不
幸
中

の
幸
と
み

ん
な

は
語
っ
て

い
る
。

川
も

道
路
も

、
水
路
も
橋
も
な

く
な
っ

た
東
部

落
で
は
、
老
若
男

女

総
出
で
復
旧

に
け

ん
め
い
で
あ

る
。
西
部
落

の
応
接
や
親
戚
知
己

の
手
助
け
を
受
け

る
な

ど
容
易
な

仕

事
で

は
な
い
。
山
崎

、
石
毋
田

大
木
戸
そ
の
他
の
地
区
で
も
そ
れ

ぞ
れ
緊

急
処
置
を
講
じ
て
い
る
。

町
に

お
い
て

は
、
七
月
十
六
日

緊

急
町
議
会
を
招
集
し
、
災
卜
‥
対

策
木
部
を
設
け
、
関
係
方
面
に
陳

情
、
詰
願
を
行
な
い
、
町
長
を
陣

川
に
、
各
係
は
日
曜
を
返

上
し
、炎

天
下
に
復
興
計
皿

に
努
力
を
続
け

て
い
る
。
殊
に
土
木
係
は
、
急
を

要
す
る
補
助
事
業
の
た
め
、
徹
夜

ぐ
豚
の
や
む
な
い
状
態
で
あ
る
。

今
回
の
災
害
は
、
国

見
町

だ
け

で
復
興
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

各
関
係
官
庁
と
緊
密
な
連
け
い
を

と
り
、
且
つ
非
常
な
応
援
を
受
け

る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
そ
れ
で

目
下

、
国

庫
補
助
淮

得
に
日
夜
努

め
る
と
共
に
、
関
係
各
位
の
応
援

に
よ
り
復

興
の
一

日
も

速
か
な
る

こ
と
を
希
望
す

る
も

の
で
あ

る
。

災
害
対
策
木
部
の
調

査
に
よ
れ

ば
、
災
害
の
概
席
次
の
通
り
で
あ

る
Ｏ河

川

の
崩
壊
　
　
　

一
一
ヶ
所

外
に
県
支
弁
川
　

一
〇

″

橋
梁
　
　
　
　
　
　

匸

朧

道
路
　
　
　
　
　
　
　

五

ぴ

溜

地
　
　
　
　
　
　
　

八

り

頭

首
工
　
　
　
　
　
　

四

か

農
道
　
　
　
　
　
　
　
　

一

り

水

路
　
　
　
　
　
　

一・
〇

ひ

林

道
　
　
　
　
　
　
　

三

″

地

す
べ
り
　
　
　
　
　

一
万

田

畑
荒
廃
　
　
　
　
　

九
団

地

山
林
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ヶ
所

晨

作
物
被
害

『

二
三

五
万
円

外
小
災

害
は
婀

す

【

写
真
】
　
上
：
右

河
原
と
な
つ
た
こ
ん
に
や
く

畑
。
巾
：
二

面
砂
原

と
化
し

た
水
田

。
下
・：
水
田
に
流

れ
こ
ん
だ
大
木

。（
何

れ
も
内
谷
圸
内

板
杵
圸
で
写
す
）

新
し
い
社
会
教
育

委
員
決
ま
る

社

会
教
育

法
汁
四
章

の
規

定
に

よ
っ
て

地
方
公
共
団
体

に
は
社
会

教
育
委
員
を

お
き
、
社
会
教
育
に

関
す

る
計
画
の
立
案
そ
の
他
の
職

務
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い

る
。

わ
が
町
で
も
こ
れ
ま
で
の
委
員
が

任

期
（
二
年
）
が
き
れ

た
の
で
、

七
月
一
日
付
を
も
っ
て
新
た
に
左

記
十
名
の
方
が
委
嘱
さ
れ
、
七
月

二
十
九
日
徇
の
会
合
を
開
い
た
。

一

巳
．『
．
．’
日

県
北
中
学
皎
長
　

小
林
　

美
秋

藤
田
小
学
校
長
　

古
川

松
太
郎

大
技
小
学
校
長
　

渡
辺
　

末
吉

国

見
町
青
年
団
　

玉

手
　

正
平

国

見
町
婦
人
会
　

高
橋
　

と
み

Ｐ
　

’Ｔ
　

Ａ
　
　

竹
野
　

七
郎

町
会
副

議
長
　
　

東
海
林

一
郎

社
会
祀

祉
協
議
会

八
島
福
太
郎

社
会

教
育
連
絡
会
後

藤
　

豊
松

公
民
舘
畏
　
　
　

佐

藤
善
次

郎

尚
こ
れ
ら
の
社
会
教
育
委
員
の
職

務
は
と
ん
な
も
○
か
、
社
教
法
汁

十
七
条
を
見
る
と
次
の
よ
う
な
こ

と
が
害
い
て
あ
る
。
即
ち

硅
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育

に
関
し
教
育
長
を
経
て
教
育
委
員

会
に
助
言
す
る
た
め
、
左
の
職
務

を
行
う
。

一
、
社
会
教
育

に
閔
す

る
諸
計

画

を
立
案
す

る
こ
と
。

二
、
定
時
又

は
臨
時

に
会
議
を

開
き

、
教
育
委
員
会
の
諮
間

に
応

じ
、
こ
れ
に
対
し
て
意

見

を
述

べ
る
こ
と
。

三

、
前
二
号
の
職
務
を
行
う
た

め
に
必
要
な
研
究
調
査
を
行

２

、
社
会

教
育
委
員
は
、
教
育
委

員
会
の
会

議
に
出
席
し
て
社
会

教
育
に
関
し
意
見
を
述

べ
る
こ

と
が
で
き

る
。

３

、
市
町
村
の
社
会
教
育
委
員
は

当

該
市
町
村
の
教
育
委
員
会
か

ら
委
嘱

を
受
け
た
青
少
年
教
育

に
関
す

る
特
定
の
事
項
に
つ
い

て
、
社
会
教
育
関
係
団

体
、
社

会
教
育
指
導
者
そ
の
他
関
係
者

に
対
し
、
助
言
と
指
導

を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

高
校
生
保
護
委
員
会

七
月
二
十
八
日
、
藤
田
小
学
校

礼

法
家
で
高
校
生
の
保
護
者
総
会

を
開
き
、
校
外
生
活
の
袖
導
計
画

や
役
員
改
迴
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
各
高
校
よ
り
関
係
の
先
生
が

臨
席
し
、
多
数
の
父
兄

と
共

に
夏

休
み
中
の
生
徒
心
得
や
花
火
大
会

夏
祭
り
、
盆
踊
り
等
校
外
補
導
不

良
化
対
策
に
つ
い
て
熱
心
に
懇

談

し
た
。

偉
現
在
国
見
町
よ
り
高
校
十

八

校
に
通
学
し
て
い
る
生
徒
数

は
三

二
九
名
で
、
そ

の
内
訳

は
次
の
通

り
で
あ
る
。

福
西

五
一
名

、
福
女
四
一
名
、
梁

高
三
二
名

、
福
高
二
九
名
、
白
高

二
三
名

、
福
農
二
二
名
、
福
工

二

一
名
、
白
女
二
一
名
、
保
高
一

八

名

、
緑
が
丘
一
二
名
、
成
蹊
一
一

名

、
醸

高
一
一
名
、
学
工
九
名
、

学
一
高
七
名

、
聖
母
五
名
、
白
工

四
名

、
盲
ろ
う
三
名
、
飯
高
二
名

今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
及
び
委

員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

０

役
員

会
長
　
　

菅
野
　

七
郎

副
会
長
　

紺
野
　

正
平

同
　
　
　

岡
本
　

真

策

同
　
　
　

佐
久
間
音
治

同
　
　
　

大
沼
　

六
郎

同
　
　
　

佐
藤
　

深
三

会
計
　
　

紺
野
金
兵
衛

○
委
員

囹
茴
田

紺
野
正
平
　

占
川
要

吉
　

古
内

清
作
　

佐
藤
利
雄
　

曵
圸
善
作

紺
野
全
兵
衛
　

八
島
貴
正
　

斎

藤
正

美
　

佐
藤

Ｊ
卜
　

朝
内
ト

シ
　

五
‥
妻
四
郎
ご
　

古
川
松

太

即
　

中
野
助
太
郎
　

稲
村

ヨ
シ

佐
藤
俯
洽
　

奥
山

シ
て

囹
小
坂

岡
本
真
司
　

繊
山
政

市
　

安
藤

留
次
　

新
村
国
治
　

鈴
木
貞
助

高
橋
卜
笊
　

菅
野
貞
雄

囹

森
江

野

佐
久

間
良
治
　

菊
圸
新
一
　

小

野
古
四

郎
　

大
波
久
　

佐
久
間

恆

八
　

伊
藤

匸
一
　
吉
川
正
雄

囹
大
木
戸

大
沼

六
郎
　

斎
藤
善
七
　

八
島

実
　

遠
藤

進
　

谷
跟
一
男
　

古

田
広

囹
大
枝

佐
藤
深
蔵
　

佐
藤
豊
太
　

玉
手

金
治
　

松
浦
真
　

松
浦
二
郎

小
林
正
夫
　

木
村
喜
一
　

岩
城

健
治
　

斎
藤
太
三
郎

日
帰
り
の
安
達
太
良
登
山
／

青
年

学
級
で
計
画

近
喰
の
登
山

は
、
大
衆
化
の
美

名
に
か
く

れ
て
俗
化
し
、
形
式

に

流
れ
て
軽
薄

華
美
な
体
裁
だ
け

を

好
む
傾
向

が
強
く
な
っ
た
。
こ
れ

に
反

撥
を
感

じ
た
わ
が
町
の
青
年

た
ち
は
、
健
全
な
夏
の
ス
ポ
ー
ツ

と
レ
ク
リ
ェ
ー

ジ
ョ
ソ
を
兼
ね
て

質
実
剛
健
の
本
領
を
発
揮
し
よ
う

と
、
日
帰
り
の
安
達
太
良
登
山
を

す
る
こ

と
に
な
り
、
参
加
希
望
者

を
募
集
し
て
い
る
。
要
項
次

の
と

お
り
。

１ 、期　　 日　 ８月26 日（ 日） 雨天の際は ９月２日

2 、 ＝I－ ス　藤田駅発 （列 車）　　　　　　　7.25
二木松発 （ バ ス）　　　　　　　　9.00
塩沢農民 温泉 （これ より徒 歩）　　10.00
湯川渓谷
八幡滝で腿食　　　　　　　　　　　　11 . 00
くろがね小屋　　　　　　　　　　　　12 . 00
鉄山］頁　　　　　　　　　　　　　1.00
?L首山　　　　　　　　　　　　　　230
忸温泉発 バス　　　　　　　　　　　5.8
二沐松駅発 （列車）　　　　　　　6.30
藤田駅着　 解散　　　　　　　　　　7.30

3 、経　　 費　 列車、 パスで計350 円　 申込の際払 込む

４、持 参 品　 屓食、雨具（合羽頬 ）着替下着類　 その他

５、服装禊物　 その他すべて形式 、体裁にとらわれず、実 用
を旨とする。沢登りをするのでサンダル、下
駄、・ イヽ ヒール、草履、短靴等は 絶対不可。

６、申 込 み　 ８月22日までに各方部委員に経費350 円をそ

えて申 込む こと。

７、青年団 行事との関係　 この行小はあくまでも青年一人び
と りに対するサービ スを考え てい るので青年
団行事に対抗するものでは ない。従っ て青年
団（単 位又は部落青年団）にある計画を 圧迫

しないよ う注意していただj¥ たい。

てしつに度制学奨
一
、

奨
学
制
度

と
い
う
の
は
、
優

秀

な
学
生
・
生
徒
で
、
学
資
に

恵

ま
れ
な
い
も
の
を
経
済
的
に

援
助
す
る
制
度
で

、
育
英
制
度
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

援
助
の
方
法
と
し

て
は
、
奨
学
資
金

を
貸
与
し
又
は
給

付
し
た
り
す
る
。

二
、
育
英
事
業
を
行

う

の
は
国
・
県
・

市
町
村
等
の
外
、

財
団
法
人
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、

国
見
町
の
住
民
に

直
接
関
係
が
あ
り

又
利
川
で
き
る
事

業

体
に
つ
い
て
だ

け
そ

の
概
要
を
述

べ
る
。

ま
ず
日

「
日
本
育
英
会
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
国

の
事
業
で
あ

り
、
最
も
規
模

が
大
き
く
、
又
範

囲
も
広
い
。
次

が
§

福
島
県
の

育
英
市
業
で
あ

る
。
こ
れ
は
県

人
が
対

象
で
あ

る
。
㈲
が
国
見

町
独
自
の
育
英
事
業
で
あ
る
。

こ
れ

は
昭
和
三
十
七
年
三
月
に

県
北
中
学
校
を
卒
業
し
た
も
の

か
ら
対
象
と
な
る
。
勿
論
、国
見

町
の
住
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
最
後
に
回
育
英

事
業
で
は

な
い
が
、
こ
れ
に
似

た
事
業
で

母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
「
修
学
資
金

」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

母
子
家
族
及

び
孤
児
の
場
合
に

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
一
種
の

奨
学
資
金
で
あ

る
。
何
れ
の
場

合
も
貸
与
で
、
利
息
は
と
ら
な

い
。

三
、
資
格
要
件
は
い
ろ
／
Ｘ
あ
る

が
、
各
団

体
に
共
通
な
こ
と
は

糾
経
済
的
に
学
資
が
不
足
で
あ

る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
。
§
成

績
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
。
叫
健

康
で
あ
る
こ
と
。
鰰
将
来
性
が

あ
る
こ
と
。
等
で

あ
る
。

こ
れ
は
高
校

や
大
学

に
進
学

し
て
も
、
学
資
が
幾
ら
か
不
足

す
る
と
い
う
の
が
相
等
多
く
、

奨
学
資
金
そ
の
も
の
が
そ
の
全

部
の
者
に
貸
与
で
き
る
ほ
ど
多

く
は
な
い
と
い
う
現

状
か
ら
、

あ
る
程
度
厳
選
し
て

、
人
員
の

制
限

を
す

る
の
も

や
む
を
得
な

い
こ

と
と
思

わ
れ
る
。

四

、
募
集
方
法

は
、
日
本
育
英
会

と
国
見
町

の
場
合
は
、
高
校
の

奨
学
資

金
だ
と
中
学
三
年
生
の

時
に
貸
与
予
定
者
を
決
め
る
予

約
制
度
を
本
則
と
し
て
い
る
。

勿
論
、
実
際
の
貸
与
は
上
級
学

皎
に
入
学
し
た
時
か
ら
開
始

さ

れ
る
。

県
や
母
子
福
祉
資
金
に
よ
る

川
合
は
、
高
校
や
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
募
集
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

国
見
町
奨
学
生

特
別
募
集

Ｉ

高
校
一
年
生
の
場
合
―

一
、
応
募

資
格

０
　

国
見
町
の
住
民
で
あ
る
者

§
　

昭
和
三
十
七
年
三
月
県
北

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
現

在
高
等
学
校
に
在
学
す
る
者

罔
　

学
業
・
人
物
・
健
康
が
優

れ
て
い
る
者

同
　

経
済
的
に
奨
学
資
金
が
必

要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

二
、
募
集
人
員
　

三
名
程
度

三
、
貸
与
額

月
額
千
円
と
し
四
月
分
か
ら
貨

り
す

る
。

四

、
募
集

期
間
及
び
手
続
き

日
　

八

月

二

十

一

日

か

ら

九

月

三

十

日

ま

で

・
　一
　
ｅ

一
　
一
　
・

・

●
　
参

§
　

町

教

育

委

員

会

事

務

局

に

申

し

出

て

手

続

き

を

す

る

こ

五

、
そ
の
他

く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会

事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た

い
。

国
見
町
奨
学
生

予
約
募
集

一

、
応
募
資
格

卜
　

匡

１

匪

．
応

召

μ

て
　

刄

右

県

北

中

学

校

栄

三

学

年

に

在

学

す

る

者

‥［
］一
　

学

業

・

人

物

・

健

康

が

優

れ

て

い

る

者

匂
　

奨

学

資

金

が

必

要

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

者

二
、
募
集
人
員
　

五
名
程
度

三
、
貸
与
額

高
校
入
学
後
（

正
規
の
修

業
期

間
）
月
額
千
円
を
貸
与
す

る

四
、
募

集
期
間
及
び
手
続
き

日
　

十
月
一
日
よ
り
十
月
末
日

§
　

中
学
校
に
申
し
出

て
願

書

の
交
付
を
受
け
、
必
要
書
類

を
作
成
し
て
提
出
す
る
。

四
、
そ
の
他

く
わ
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会

事
務
局
又
は
中
学
校
に
問

い
合

わ
せ
ら
れ
た
い
。

○
八
月
三
十
一
日
は
…
…
町
県
民
税
第
二
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
二
期

・

県
税
事
業
税
第
一
期
…
…
の
納
期
で
す



町体の期日など決定

…公民舘浬審会議開く…

国
見
町
公
民
舘
で

は
、
七
月
二

十
九
日
午
前
十
時

か
ら
役
場
会
議

室
で
、
運
営
審
議
会

を
開
き

、
町

民
体
育

大
会
の

期
日
、
会
場
を

は

じ
め
、
公
民
館
活
動

に
つ
い
て
協

猖
し

た
。
提
出

さ
れ
た
こ

と
次
の

と

お
り

。

一
、
本
年
度
の
社
会
教
育

努
力

目

櫻
及

び
社
会
教

育
予

算
に
つ
い

て
二
、
町
民

体
育

大
会

に
つ
い
て

こ
と
し
は
、
十
月
七
日（

日
）
藤

田

小
学

校
で
行
う
こ
と
、
具
体

的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
実
行
委

員
会
を
開

い
て
決
定
す
る
。

三
、
視
聴
覚
教
育

に
つ
い
て

１

、
フ
イ
ル
ム
購
入
に
つ
い
て

２

、
技
術
者
養

成
講
習
会
に
つ

い
て

３
、
映
画
教
育

に
つ
い
て

４
、
映
写
機

の
講
入
に
つ
い
て

５

、
町
視
聴
覚
教
育
研
究
会
の

結

成
に
つ
い
て

四

、
社
会
学

級
に
つ
い

て

１

、
青
年
学

級
に
つ

い
て

２

、
婦
人

学
級

に
つ

い
て

３

、
成
人
学
級
に
つ
い
て

４

、
老
人
学
級
に
つ
い
て

五
、
指
導
者
養
成
に
つ
い
て

Ｉ

、
代
表
者
派
遣
に
よ
る
も
の

２

、
講
習
会
・
研
究
会
の
開
催

に
よ
る
も
の

六
、
青
少
年
教
育
に
つ
い
て

１
、
青
年
学
級

２

、
団
体
の
健
全
育

成
に
つ
い

て
３
、
社
会
環
境
の
整
・蠹

・
浄
化

に
つ
い
て

七

、
新
生
活
運
動
の
推
進
に
つ
い

て

、

―
、
研
究
圸
に

と
し
て
森
江
野

方
部

が
指

定

八
、
広
報
活
動

に
つ
い
て

九
、
中
暦

お
盆
の
実
施

と
晨
休
日

の
設
に
に
つ
い
て

十
、
有
線
放
送
に
つ
い
て

爾

｝
れ
ら
の
各
項
に
つ
い
て
、

特
別

、眤
譏
会
を
設
け
て
研
究
す

る

″
ミ

シ
ン

よ

り

や
さ

し

い

片
？

婦
人
技
術
者
誕
生
汐

映
写
機
松
作
講
習
終
る

映
画
・
ラ

ジ
オ

こ
ア
レ
ビ
な
ど

い
わ
ゆ

る
視
聴
覚
教
具
教
材

を
使

っ
て
の
教
育
が
非
常

に
能
率

的
で

あ
る
と
共

に
、
使
い
方

に
よ
っ

て

は
毒

に
も
薬

に
も
な

る
と
い
う
こ

と
は
誰

し
も
認

め
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
も
の

を
使
っ

て
の
一
方

的
大
泉
伝
達

即

ち
マ
ス

ー
コ
ミ
の
力
は
実
に
偉
大

で
、
こ

の
マ
ス

ー
コ

ミ
の
あ
ら
し

の
中
に
く
ら
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
う
い
う
も
の
の
受
け
と
め

方
を
知
り
、
受
け
と
め
る
力
を
具

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

最
近
、
ふ
中
学
校
の
先

生
方
が

そ

の
年
令
や
性
別
を
間
わ
ず
、
視

聴
覚
教
育
技
術
を
身
に
つ
け

、
映

写
譏
操
作
技
術
者
の
資
格
を
と
ろ

５

と
す

る
う

ご
き
が
盛
ん
に
な
っ

て
き

た
こ

と
は
、
真
に
よ
ろ
こ

ぶ

べ
き
現
象
で
あ
る
。
わ
が
国
見
町

内
で
も
六
十
余
名
の
技
術
者
の
中

に
は
相
当
数
の
先
生
が
あ
る
わ
け

で

あ
る
が
、
こ
ん
ど
は
「

全
職
員

有
資
格
者
」
を
目
標
に
、
去

る
十

二

日
か
ら
三
日
、
役
場
会
議
室
で

講
習
会

を
開
い
た
。
時
あ
た
か
も

お
欧
の
三
ヶ
日
、
し
か
も
連
日
三

十
数
度
を
越
す
炎
熱
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
朝
か
ら

夕
方
ま
で
熱
心
に

講
義
を
受
け
た
り

、
実
習
を
し
た

り
し
、
最
後
の
十
四
日

に
は
検
定

試
験
を
受
け
、
さ
す

が
先
生
方
だ

け
あ
っ
て
全
員
そ
ろ
っ
て
満
点
、

試
験
に
当
っ
て
係
官
を
感
心
さ
せ

た
。特

に
今
回
は
四
人
の
女

の
先
生

亀
参
加
し
、
「
ミ
シ
ン
を
踏
む

よ

り
や

さ
し
い
ワ
イ
」

な
ど
じ
よ
う

だ
ん
を
と
ば
し
な
が
ら
や
っ
て

お

ら
れ
た
。

今
回

の
受
講
者

大
杉

光
夫
（
藤
川
小
）
菅
野
夕

ヵ
（
同

）
石
幡

ト
キ
子
（
同
）

根
本

敬
子（
同

）
佐
藤
治
男
（
森

江

野
小
）
菅
野
格
男
（
県
北
巾
べ

猪
供
カ
ツ（
同

）長
谷
部
明
（
同
）

半
沢
富
男
（
大
枝
小
）
八
巻
忠

一
（
森
江
野
農
協
）
大
友
光
雄

（
農
業
共
済
）石
田
十
四
夫
（
同
）

リレー報告記

裾 野 の 旅
（２ ）

担当者 鈴 木 彦 衛

(次回は 古川松太郎氏)

Λ
助

役
さ
ん
も
ぞ
う
き

ん
か
け

を
し
た
こ
と
▽

生
活

規
律

に
従
っ
て
午
前
六
時

起
床
１
１

も
っ

と
も
、
そ

れ
よ
り

早
く

目
が
さ
め
て
も
何

も
す

る
こ

と

な
し
で

、
佐
久
間
助
役
さ
ん
、

古
川

校
長
さ
ん
と
三
人
で
、
自
分

の

ペ
ッ

ト
の
上
で
弋
（

コ
を
ふ
か

し

た
り
、
ア
メ
玉

を
な
め
た
り
し

て

い
た
が
Ｉ
Ｉ

つ
ぎ
つ
ぎ
に
マ
イ

ク
で
連

絡
さ
れ
る
。
六
時
か
ら
の

い
そ

が
し
い
こ
と
。

枕
掛

、
シ
ー
ツ
の
返
納

、
毛
布

五
枚

の
た
た
み

方
、
へ
や
の
掃

除
。

佐

久
間
助
役

さ
ん
も
、
す
す

ん
で

床
板
の

ぞ
う
き

ん
が
け

を
す

る
。

（
な
ん
十
年
ぶ
り
か
な
？
）
六
時

半
ま
で
に
洗
面

ま
で

全
部
す
ま
せ

て
朝
の
集
会
で
あ
る
。
み

ん
な
若

返
っ
て
、
け
っ
こ
う
き
び
／
ぺ
と

や
っ

た
。

朝
の
集
会

は
、
国

旗
と
青
年
の

家
の
旗

の
掲
揚
を
し
、
ラ
ジ
オ
体

操

を
や
る
。
折
か
ら
、
朝
の
冨
士

が
、
霸
の
間
か
ら
ス
ー
ツ
と
全
容

を
現

わ
す
。
お
お
ら
か
に
も
美
し

い
た
た
ず
ま
い
に
、
お
も
む
ず
み

ん
な
の
歓
声
。
さ
て
ラ

ジ
オ
体
操

は
、
ち
よ

う
ど
三
重
県
鈴
鹿
婦
人

会

の
一
行

と
い
っ
し
よ
。
テ
レ
て

だ
れ
も
指
揮
者
が
出
な
い
。
と
う

と
う
お
は
ち
が
こ
ち
ら
に
廻
フ

Ｃ

き
た
。
美
一
先
生

に
写
真
は
と
ら

れ
る
し
、
つ
い

ボ
ー
ツ
と
な
っ
た

よ
う
で
、
体
操
の
順
序
を
違
わ
な

い
こ
と
で
精
一

ぱ
い
。
す
ご
く
速

か
っ

た
そ

う
な
。

Λ
ひ
こ
星
つ
い
に

お
り
姫
に
あ
わ
ず
▽

年
に
一

度
、
天
の
川

を
へ
だ
て

て
逵
う
と
い
う
け

ん
牛
星

と
織
女

星

よ
り
も

、
絶
え
て
久
し
く
お
目

に
か
か
ら
な
か
っ
た
湯
上
二
郎
課

長
（
本
県
教
委
勤
務
の
う
ち
優
秀

で

文
部
省
入
り
を
し
、
現

在
青
年

の
家
業
務
課
長
を
し
て
い
る
旧
友

）

に
あ
わ
れ

る
、
こ

れ
が
今

回
の

旅
行
に
加

わ
っ

た
私
と
し
て
の
大

き

な
楽
し

み
。
と
こ

ろ
が
、
と
こ

ろ
が
で

あ
る
。
昨

夕
か
ら
や
っ

て

来

た
集

中
豪
雨

の
も

の
す
ご
さ
、

課
長
さ
ん
の
住
宅
（
御

殿
場
市
内

に
あ
り
）
は
電
話
一
木

が
や
っ
と

の
連
絡
方
法
、
お
宅
の
前
川

が
は

ん
ら
ん
し
て
今
に
も
水
浸
し
、
十

数
人
の
警
備
員
が
警
戒

に
出
て
い

る
と
の
こ
と
。
明
朝
こ
そ
と
あ
き

ら
め
て
寝
た
。よ
（

時
半
ま
で

の
行

事
を
す
ま
せ
て
本

部
か
ら
お
宅
へ

電
話
し
て
み
た
ら
す

で
に
お
そ
し

あ
と
の
祭
り
で
あ
る
。
湯
上
さ
ん

は
、
六
時
前
、
文
部
省

に
向
つ
て

お
出
か
け
。
青
年

の
家
運
営
委
員

会
が
省
内
で
行
わ
れ

る
の
に
出
席

の
た
め
と
か
。
奥
さ

ん
の
声
を
久

し
ぶ
り
に
き

い
て
、
わ
ず
か
に
な

ぐ
さ
め
ら
れ
る
と
い
う
、
ひ
こ
星

の
か
な
し

い
な
げ
き
に
終
り
ま
し

た
。Λ

青
年
も
連
れ
て

来
た
卜
と
い
う
話
▽

ホ
ニ
宿

舎
の
生
活
の
指
揮
連
絡

は
、
塚
本

先
生
お
ひ
と
り
で
ぐ
ん

ぐ

ん
進
め
る
、
ち
密
で
、
し
か
も

手

ぎ
わ
よ
い
こ
と
感
心
の
ほ
か
は

な
い
。
七
時
半
ま
で

に
、
は
る
ば

る
福
島
か
ら
持
参
し

た
「

ド
イ
ツ

唐
階
」
も
場
所
を
定
め
て
り
っ
ぱ

に
植
え
こ
む
。

汁
一
宿
舎
ま
で
。（

ス
で
十

分
。

昨
夜
の
豪
雨
に
打
っ
て
変
っ

た
今

朝

の
天
気
。
施
設
設
備

を
く
ま
な

く
見
学
す

る
。
学
習

に
体
育
運
動

に
各
種
の
活
動
用

に
、
至
れ
り
尽

せ
り
の
広
大
な
設
備

に
圧
倒

さ
れ

る
。
富
士
の
麗
容
が
、
し
ば
し
ば

霧

の
聞
か
ら
か
い
ま
見
ら
れ
て
、

そ

の
す
が
す

が
し
さ
、
た
く
ま
し

さ

、
国
見
の
若
人

た
ち
み
ん
な
を

連
れ
て
、
一
週
間
も

韵
り
に
き
て

み

た
い
と
、
み
ん
な
と
語
り
合
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
青
年
よ
り
も
、

お
と
な
の
方
が
た
に
見
せ
た
い
ど

い
う
人
も
あ
っ

た
。

Λ
富
士
は
登
る
山
か
、

眺
め
る
山
か

と
い
う
こ
と
▽

名
残
は
っ
き
わ

ど
、
青
年
の
家

と
別
れ
て
次

の
日
程
へ
。
富
士
登

山
（
た
だ
匚
新
二
合
目
ま
で
）

の

計
画
も
あ
っ

た
が
、
山
の
裏
側
に

廻
っ
て
、
山
中
湖
の
方
か
ら
眺

め

た
い
と
い
う
こ

と
に
衆
議
一
決
。

こ
れ
す

べ
て

、
昨
夜
の
大
雨

の
た

め
、「

富
士
は
登

る
山
に
あ
ら
ず
、

四
周
か
ら
眺
め
て
、
見
あ
き
ぬ
眺

め
こ
そ
最
良
」

と
い
５

、
ど
な
た

か
の
ご
高
説
を
も

と
に
し

た
よ
う

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ

に
参
加
す
れ

ば
、

私
達
四
、

五
人

の
者

は
、
今
晩
の

う
ち
に
上
野
発

の
夜
行
列

車
に
間

に
合

わ
な
い
。
さ
り

と
て
江
川
太

郎
左
衛
門

の
反
射
ろ

は
も
ち
ろ

ん

汁
二
目

的
圸
、
三
島
市
婦
人
青
少

年
会
舘
の
見
学
に
は
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
。
そ

こ
で

、
お
ゆ
る
し

を
得

て
富
士
を
あ
と
に
、
三
島
市

に
先

行
す

る
ご
と
に
し

た
。

私

た
ち

六
人

の
別
派
行
動

は
（

国
見
町
で

は
、
古
川
・
佐
久
間
・
佐

藤
・
鈴
木
）
大

成
功
で
し

た
。
そ

れ
は
、
ぐ

ん
ぐ

ん
日
程
を

の
し
て

先
ず
江
川
邸
・
反
射

ろ
へ
は
（

イ

ヤ
ー
を
使
っ
て
能
率

を
あ
げ

、
三

島
市

の
見
学

は
本
隊

に
合
流
し
て

か
ら

に
す

る
と
い
う
方
法
を
と
っ

た
か
ら
で
す

。

途
中
感

あ
り
「
静
岡
の
人
の
表

情
の
明

る
さ
」

ま
た
「
反
射
ろ
と

は
原
子
力
発
電
所

に
あ
ら
ず
」
、

そ
し
て
「
江
川
太
郎
左
衛
門
の
芸

衙

家
と
し
て
の
面
」
な

ど
は
、
次

回

の
麗
筆

、
古
川
校
長
さ

ん
の
報

告

に
ゆ
ず

る
こ

と
と
し
ま
す
。

蔵

王

登

山

の

記

国

見

山

友

会

「
も
う
少
し
」

と
大
き
な
自
然

石
に
白

ペ
ン
キ
で
書
い
て
あ
る
。

と
っ
ぎ
に
［

が
こ
「

レ
」
と
あ
る

、

激
励
の
っ
も
り
で
あ

る
が
、

ガ
ソ

。（

リ
が
き

か
な
く
て
尻

を
つ
い
て

し
ま
う
者
が
あ
る
。

刈
田

狃
の
「
胸
っ
き

八
丁
」
で

あ
る
。
右
手

に
雄
大
な
［
お
塋
］

黒
ず
ん
だ
斜
面

を
つ
く
る
断
層

が

神
秘
的
に
も
美
し
い
。
残
雪
の
ス

ロ
ー
プ
、
誤
流
、
沢
登
り
の
姿
も

見
え

る
。
何
千
年
、
何
万
年
の
昔

か
ら
変
ら
な
い
風

光
で
あ
ろ
う
、

風
に
さ
ら
さ
れ
雨
に
う
た
れ
て
耐

え
し
の
ん
で
来
た
姿
で
あ
ろ
う
な

ど

と
り
と

め
の
な
い
こ
と
か
考
え

な

が
ら

、
わ
が
一
人
の
ペ
ー
ス
で

登
っ
て

い
る
と
、
仲
間
の
粢
が
見

え
な
く
な
っ

た
。

熊
野
伝
ま
で
ニ

キ
ロ
、
そ
叨
名

も
馬

の
背
と
い
う
一
番
の
苣
所
、

そ

の
昔
　

仙
台
二
中
の
生
徒
十
三

人

が
先
生
も
ろ
と
も
逎
難
し
た
記

念
碑
が
あ
る
。
連
峰
最
高
峰

气

八
四
〇
口

の
突
端

に
た
む
ろ
し
て

記
念
撮
影
を
す
る
。
時
正

に
昭
和

三
十
じ
年
じ
月
二
十
二
日
。

ス

キ
ー
で
名
高
い
蔵
王
高
湯

の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
終
点
パ
ラ

ダ
イ

ス
。
樹
氷

の
名
所
地
蔵
狃
。
延

々

一

キ
ロ
に
及
ぶ
白
銀
の
長
蛇

、
近

づ
い
て
見

る
と
、
そ
れ
は
山
形
県

票
中
学
校

の
男
女
生
徒
の
一
行
で

あ
っ

た
。

や
が
て
「
さ
い
の
か
わ
ら
」

、

石
ま
た
石

、
は
え
松
’

こ
ま
ぐ
さ
、

い
わ
か
が
み
、

ド
ー
ダ
ソ
つ
っ
ぢ

…
…
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
高
山
植
物

に
配

し
た
奇
石

怪
岩
、
い
か
な
る

名
工
と
い
え

ど
も
こ
れ
を
作
り
こ

れ
を
え
が
く
こ
と
は
で
き
ま
い
。

三
キ

ロ
ほ
ど
で

か
も
し
か
温
泉

に
っ
く
。
大
き

な
は
え
や
あ
ぶ
に

攻
め
ら
れ

な
が
ら
昼
食
を
と
る
。

蔵
王
の
噴
煙
を
仰
ぎ
な
が
ら
七
曲

り
の
忽
坂

を
一
行
に
お
く
れ
じ
と

歩
く
。
そ
こ

に
は
可
燐
な
い
そ
つ

つ
じ
が
咲

い
て
い
た
。

Ｉ

＝
Ｉ
ラ
イ

ン
、か
開
通
し
た
。

山
の
銀
座

が
で
き
た
り
、
赤
黄

の

山
の
売
店
、
ア

ロ
（

の
男

女
が
サ

ソ
ダ
ル
ば
き

で
横
行
す
る
姿
を
見

て
憤

が
い
す

る
向
き
も
あ
る
。
山

の
大
服
化
も

結
構
で
あ
ろ
う
が
、

や
は
り
山
は
自
然
の
姿
こ
そ
愛
す

べ
き
も

の
で

あ
ろ
う
。
エ
コ
ー
と

は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
出
て
来
る
森

の
女
神
の
こ

と
、
つ
こ
だ
ま
」
［
や

ま

び
こ
］
の
こ
と
だ
と
あ
る
。

山

を
愛
す

る
者
は

ロ

ヴ
ソ
チ

Ｘ

卜
で

あ
り
ノ

両
家
で
あ
り
、
詩
人

で
あ

る
。

国
見
山
友
会

で
は

、
こ
ん
ど
、

会

の
象
徴
で

あ
气
（

ツ
チ
を
濃
い

グ
リ

ー
ン
の

圸
に
白
く
染
め
ぬ
い

た
会
鍬

を
作
っ

た
。
あ
の
山
、
こ

の
川

に
、
こ

の
会
胆

を
ひ
る
が
え

し
た
い
も

の
だ
。

爾

十
月
に
は
本
年
度
十
三
回
の

行
膕
と
し
て
安
達
太

良
登
山
を
す

る
予

定
で

あ
る
の
で
同
好
の
ヒ
の

参
加
を
希
望
す
る
。
（
Ｔ
Ｓ

生
）

【
写
真
】
は
頂

上
で

の
一
行

″
町
か
ら

結
核
を
康
く
そ
う
″

木
年
も
別
表

の
と
お
り
結
核
検

診
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
保

育
所
及
び
小
中

学
生
以
外
の
方
は

全
員
も
れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
。

１

、
該
当

者
に
は
地
区
柤
当
の
保

健
委
員

よ
り
検
診
票
を
お
配

り

し
ま
す
。

２

、
各
圸
区
Ｈ
割
当
日
川
合
の
わ

る
い
方
は
、
各

自
都
合
の
よ
い

他
の
地
区

扠
診
塲
で
受
け
ら
れ

て
結
構
で
す
。

３

、
検
診
時
開
申
前
十
時
～
午
後

三
時
三
十
分
、
但
し
大
枝

は
午

後
三
時
ま
で

八

、二
三
　

小
坂
全
圸
区

二
四
　

大
枝
全
圸
区

二
八
　

大
木
戸

全
地
区

二
九
　

森
江

野
全
圸
区

三
○
　

山
崎
南
北

、
駅
前

ぴ
　
　

石
母
田

三
一
　

錦
町
、
大
町
南
北

、本

．
町
、
宮
町
南
北

、町
東

鶉
町
、
板
橋

月
　
　

日
　
　

部
　
　

落
　
　

名

該

当

者

数
　

実

施

場

所

ー

ｉ■
　
ー
■
ｌｒｌ

Ｉ
ーｉ

凾

一

、
一

八

七

小

坂

小

講

堂

六

一

八

大

枝

小

ぴ

『

二

〇

三

人

木

戸

小

り

一

、
五

二

一

森

江

野

小

μ

五

〇

三

山

崎

公

民

舘

四

七

七

石

母

…
……

ぴ

气

五

六

五

藤

田

小

体

育

舘

水

道
の
拡
張
工

事
受
付
始

ま
る

大
木
戸
・
大
枝
方
面

三
十

六
・
三
十
七
両
年
度

に
お

い
て
拡
張
計
画
を
実
施

中
で
あ
る

が
ｙ

今
年
は
大
枝
川

内
地
区

と
大

杢

尸
・
高
城
・
光
明
寺
方
面

に
愀

二

期
工

事
を
施
行
す
る
。
役
場
で

は
各
地
に
毎
に
一
応
の
説
明
会

を

行
な
い

、
目
下
給
水
申
込

書
を
受

付
け
て
い

る
。
秋
の
取
入
れ
前
に

配
管
工

事
を
終
了
す
る
た
め
、
九

月
か
ら
着
工
し
た
い
と
意
気
込

ん

で
い
る
。
渮
大
木
戸
小
学
校
の
プ

ー
ル
給
水
も
計
画
し
て
い
る
。

小
坂
簡
易
水
道

を
改
善

か
ね
て
圸
ド
民

か
ら
待
望
さ
れ

て
い
た
小
坂
地
区

の
簡
易
水
道
も

い
よ
い
よ
事
業
変
更
の
認
可
申
請

書
類
の
提
出
も
終
り
、
こ
の
秋
ご

ろ
着
工

す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
工

事
費
約
一
四
五
万
円
。

と

し

よ

り

を

大
切
に
い
た
し
ま
し
よ
う

編
集
後
記

も
の
は
づ
け

招
か
ざ
る
客

Ｏ
思

わ
な
い
と
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
も
の
・：
里

の
お
お
か
み

と
山
津
波

○
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

も
の
・：
火
事
と
交
通
事
故

Ｏ
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
も
の
…
秋

の
す
ず
め

と
選
挙
違
反

時
事

い

ろ
は

カ

ル

タ

い
・：
Å
い
わ
け
し
な
が
ら
爆
音

器
（
人

家
の
軒
先
は
え
ん

り
よ
し
て
）

ろ
・：
論
よ
り
実
行
（
公
民
舘
活

勣
）

は
・：
拝
見
し
ま
し
よ
う
、
お
手

並
を
（
女
先
生
も
陝
画
技

師
）

に
・：
に
く
ま
れ
っ
子
も
人
の
子

（

み
ん
な
で

補
導
を
）

ほ
…
穂
発
芽

に
ご
用
心
（
豊
作

が
平

年
作
で
す

）

へ
：
’へ
そ
く
り
結
構
（
計
画
貯

蓄
を
）

と
…
と
し
よ
り
も
べ
ん
き
よ
う

（

老
人

学
級
を
）

○

穗

発

芽

防

止

○
と
し
よ
り
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
…
…
九
月
十
五
日
は
「
と
し
よ
り
の
日
」
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